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2015年、当社は100周年を迎えました。
当社の歴史や製品にまつわる収蔵品がある
博物館・美術館をご紹介します。

　第8回は福岡市早良区百道にある福岡市博物館です。
　福岡市博物館は近くに福岡タワーやヤフオクドームがあり
ご存知の方も多いと思います。
　こちらでは志賀島で出土した国宝金印「漢委奴国王」を常設
展示しており、そうした古い時代から博多、福岡の近世まで
幅広く展示されています。商人の町・博多の歴史について深く
知ることができるほか、旧福岡藩黒田家の旧蔵品を多く収蔵し
ています。博多、福岡の歴史を知り、それから福岡城跡や大濠
公園、博多の寺町あたりを巡ると福岡市のいつもと違う一面を
知ることができると思います。

＜博物館の概要＞

＜当社に関わる展示＞

第8回
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福岡市早良区百道浜3丁目1-1
9:30～ 17:30 　※入館は17:00まで
毎週月曜日（祝日・休日の場合は翌日）、年末年始
http://museum.city.fukuoka.jp

大身槍 名物 「日本号」全体（上）と穂の拡大（下）

常設展示 博多祇園山笠

選手詳細情報は陸上部ホームページ「草魂」で公開中！ http://www.yaskawa.co.jp/activities/track-field/index.html

　昨年10月から、当社陸上部は一年で最も大事なニューイヤー
駅伝(以下、「本戦」と略します)に向けて調整を続けてきました。
この取組みが、見事に8位という結果に結び付きました。
　10月にトラックレース2大会、11月に1大会に出場し、本戦
の予選会となる九州実業団毎日駅伝に備えました。予選会は
チームの若返りを図るために、重要区間に2名の新人を起用。
結果は序盤に大きく出遅れて5位で本戦出場権を得ました。
このような中でも、主力の久保田大貴選手、新人の古賀淳紫
選手、ベテランの黒木文太、北島寿典選手が順調な仕上がりを
見せる走りでした。
　12月には熊本県で10マイルロードレースを走り、多くの選手
がチーム最高記録や自己新記録を更新して本戦に備えました。
　元日にテレビ放送された本戦では、チームの力を120%発揮
する8位という結果を残すことができました。
　1区久保田選手は、スローペースが幸いし、残り800mで先頭
に立つ場面もありました。結果、入賞を狙うに十分な先頭から
8秒差で2区に繋ぎました。2区マミヨ・ヌグゼ選手は、走り出した
直後に第2集団に追いつき、先頭から10秒差の4位という絶好
のポジションで3区に。スピードランナーが揃う3区には新人の
佐護啓輔選手を起用。苦戦が予想されましたが、周囲の選手の
ペース配分を上手く利用し、満点といえる8位で4区に。この3区

終了時点で、入賞の可能性を
大きく引き寄せました。最長4区
は、今年マラソンで2連勝している
北島寿典選手を起用し、順位は
8位ながらも、後続を引き離す
走りを見せました。昨年まで5年
連続で4区を走った中本健太郎
選手を、後半への足固めを行う
5区に起用。順位を9位に落とし
ましたが、入賞争いをしていた
多くのチームを振り切りました。
6区を走った新人の古賀選手は
再び8位へと順位を押し上げる
と同時に、9位以下を完全に断ち

切り、入賞を確実のものとしました。アンカー7区の黒木選手
は更に上の順位を狙うような走りを披露し、見事に8位をキープ
してのフィニッシュでした。
チームとして最も重要なレースを8位入賞で終え、今後は個人

レースへと舞台を移していきます。引き続き、当社陸上部の応援
をよろしくお願いします。
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九州実業団毎日駅伝

熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会
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4組：黒木選手2位、松山選手 7位、平山選手10位、野本選手13位、平田選手16位
5組：マミヨ選手8位、久保田選手11位、古賀選手26位 (初レース )

5位　1区：佐護選手、2区：久保田選手、3区：松山選手、4区：古賀選手、5区：マミヨ選手
  6区：黒木選手、7区：北島選手

久保田選手8位、黒木選手11位 (チーム最高記録更新 /自己新 )、古賀選手40位、林選手 61位 (初レース )、
平山選手83位、野本選手83位、佐護選手88位、平田選手92位 (自己新 )

8位　1区：久保田選手、2区：マミヨ選手、3区：佐護選手、4区：北島選手、5区：中本選手
   6区：古賀選手、7区：黒木選手

◆ 2015年10月～2016年1月の主な戦績

向かい風が強い5区で粘り強い
走りを見せる中本健太郎選手。

全日本実業団駅伝（ニューイヤー駅伝）で見事8位入賞！

COLUMN

● お問い合せ先 ： 人事総務部　TEL: 093-645-8801　FAX: 093-645-8831

社会貢献の取り組み

　NPO法人北九州ビオトープ・ネットワーク研究会が主催する

竹林伐採・里山保全ボランティアに、当社の社会貢献活動の一環

であるYASKAWA未来クラブが参加しています。この竹林伐採・

里山保全活動は2004年から始められ、8月を除く毎月第2土曜日

に行われています。YASKAWA未来クラブは環境保護・緑化運動

の一環として2007年から参加し、当社ラグビー班はじめ安川電機

グループから延べ600名以上が参加しています。

　里山に人の手が加えられなくなり、竹の侵食などによってそれ

まであった樹木を枯渇させるなど林相を大きく変貌させています。

そこで、特に九州・山口において激しい勢いで繁殖を続ける外来

種の竹（モウソウチク）を伐採し、里山の保全を助けるとともに、

生育期に一般的な植物の4倍のCO2を吸収するといわれる竹を

「YASKAWA未来クラブ」の活動

計画的に育成することで、地球環境保護に役立つことができます。

　YASKAWA未来クラブでは、趣旨に賛同した従業員の給与

の一部を継続して拠出してもらい、集まった資金を「青少年の健

全育成」「医療・福祉」「環境保護・緑化運動」に役立てていた

だいています。寄付活動だけではなく、今回ご紹介したような

ボランティア活動を通じ、新たな企業文化を創造していきます。

福岡市博物館
第8回

福岡市博物館

安川電機 &ミュージアム

　福岡市博物館では志賀島出土の金印をはじめ、旧福岡藩主
黒田家旧蔵の甲冑や刀剣などを収蔵しています。そのなか
でも金印と大身槍 名物「日本号」の槍が双璧をなす人気です。
　今回はこの日本号の槍と安川家のつながりについてご紹介
したいと思います。
　日本号の槍は民謡「黒田節」に謡われているように、戦国
時代に黒田家の家臣であった母里太兵衛(友信)が福島正則の
もとへ使いにいったおりに、勧められた酒を飲み干して、福島
家にあった日本号の槍を所望して持ち帰ったといわれるもの
です。その後は母里家やその縁戚の武家で日本号を所蔵して
いましたが、明治になってから一旦市場へ出たことがあった
そうです。明治以降は美術品や刀剣がそれまで伝来していた
大名家や旧家から売立などで一般に出回ることがあり、日本号
もこのとき福岡から他所へ行ってしまう危機だったかと思い
ます。そうした折に、当社の創業発起人安川敬一郎がそれを
買い求め、そののち「黒田家にあるのがふさわしい」とのこ
とで旧福岡藩主の黒田家へ献上したのだそうです。
　日本号の槍は天皇家から豊臣秀吉、福島正則へと伝わった
もので、全長が3mを超える大きく立派な槍です。穂という刃
の部分も約80cmあり龍の彫物がされています。柄と鞘には
螺鈿の装飾がされており、天下三名槍（他は蜻蛉切と、戦災で
焼失した御手杵）ともいわれます。
　こうしたものが福岡にあること、そしてそれが福岡にあり続
けることに当社も関連あることに、少し誇らしさを感じます。

国宝 金印 「漢委奴国王」


